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～金曜日のおはなし会～

（３歳まで）10日・17日・24日

　　　　　　11：00～

～土曜日のおはなし会～

（４歳～小学生）4日・11日・18日・25日

　　　　　　　15：00～

【会　場】３階おはなしのへや

【日　時】５日（日）13：30～15：30

【会　場】３階集会室

【講　師】池田正孝氏

（中央大学名誉教授・東京子ども図書館理事）

【申込み】２階事務室

【期　間】2日（木）～11日（土）

【会　場】３階会議室

吉浜小………11月8日（水）

東台福浦小…11月15日（水）

湯河原小……11月22日（水）

　言葉のここちよいリズムと温かさ

で子どもを育てる「わらべっ子の会」

に参加しませんか？

【日　時】11月～3月の毎月第3木曜日

　　          10：30～11：00（第1回は11月16日）

【会　場】3階会議室

【対　象】生後４ヵ月～３歳未満の

　　　　  お子さんと保護者、10組

　　　　　　  （原則として全回通して参加できる方）

【申込み】11月2日から

　　　　  定員になり次第締切り

・11月14日（火）14：00～

「残されたもの」（高木俊郎作）ほか　

　朗読　加藤イネ子さん　ほか

・11月28日（火）14：00～

「ケチ・コレクション」（阿川佐和

子作）ほか

　朗読　工藤田鶴子さん　ほか

【会場】３階会議室

6・13・20・27日（定例休館日）

1日（館内整理日）

※祝日振替休館はいたしません。

◇平松礼二館　開館記念―自選作品展―12月26日（火）まで
　平松礼二画伯が「平松礼二館」のオープンに合わせて厳選した作品28点を展示しています。
　今回は、平松画伯の画家としての足跡を追うように、生涯のテーマとして描き続ける「路」シリーズ、印象派を検証
する試みである「ジャポニスム」シリーズ、日本の美を鮮やかに表現した「ジャポン」シリーズなど、様々な側面を観

ることができます。
　また、「湯河原」を描いた作品を含む文藝春秋の表紙原画なども目を楽しませてくれる
ことでしょう。
　平松画伯が印象派を主題として取り上げたきっかけは、フランス・オランジュリー美術館
で見たモネの「睡蓮」でした。楕円形の壁面に360度睡蓮が描かれたこの絵を見たとき、画伯
は日本の屏風を思い浮かべ、遠い異国で東洋的な眼を持ったモネに興味を持ったそうです。
　モネの庭に幾度となく通いスケッチを重ね、日本人画家としての視点から遊び心を持っ
て描いた作品です。

◇常　設　館　～湯河原を愛した画家たち～
　　　　　　　　　12月26日（火）まで
　常設館では、収蔵品の中から湯河原に関わりのある作
品を中心に、竹内栖鳳「喜雀」（六曲一双屏風）をはじ
め、安井曾太郎の「赤き橋の見える風景」、伊東深水「水
鏡」、川端玉章「見附の松」など21点を展示しています。

◇ギャラリートーク
【日　時】11月14日（火）14：00～・19日（日）10：00～
【会　場】町立湯河原美術館展示室
【解　説】当館学芸員

平松礼二「とんぼ舞う」平成14年

みち

きじゃく

美術館だより

図書館だより

【開館時間】9：00～16：30（入館は16：00まで）
【休 館 日】毎週水曜日
※毎月第３日曜日の「家庭の日」は、町民の方は観覧無料です。
（町民証をお持ちください。）


